
ヽ

＼

購
馳
和
利
同
未

み
、
１
平
万
肘
あ
た
り
の
督

価
が
東
京

】
銀
座
の

一
琴
地

・以
上
に
高
く
な
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
も
あ
っ
た
。
こ
の
日
開

か
れ
た
市
議
会
財
政
総
務
委

員
会
で
、
辻
韓
隆
氏

（
公

一明
）
の
質
問
に
、
関
淳

一
市

一長
ら
が
答
え
た
。

禾
利
用
地
は
１
９
６
９
年

す
２
０
０
１
年
に
か
け
て
、

市
内
の
同
和
対
策
軍
栄
の
対

銀
地
域
内
で
韓
入
。
今
年
３

最
も
高
い
の
は
、
東
淀
川
区

に
あ
る
土
地

（約
１
５
４
平

方
財
）
で
約
７
７
１
万
円
。

温
通
区
の
土
地

（約
１
０
４

平
万
肘
）
が
約
８
９
２
万
円

で
続
く
。
い
す
れ
も
０５
年
の

地
価
公
示
で
、
東
京

し
銀
聾

３
丁
目
で
記
録
し
た
１
平
方

Ｗ
あ
た
り
６
６
６
万
円
を
上

回

っ
て
い
た
。
健
康
縄
祉
局

が
、
社
会
福
祉
事
業
用
地
と

蜜
員

〔公
明
）
の
買
間
に
答

え
た
。
こ
の
ほ
か
、
飲
薄
連

転
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
な
が
ら
酒
を
飲
む
よ
う
勧

め
た
り
、
飲
酒
し
て
い
る
と

分
か
っ
て
い
る
人
が
運
転
す

る
車
両
に
同
菜
し
た
拐
台
の

処
分
墓
神
も
明
軽
に
す
る
。

同
指
針
は
、
酒
酔
い
速
転

お
よ
び
酒
気
帯
び
運
転
を
飲

商
運
転
と
定
携
。
飲
酒
運
転

を
し
た
職
員
は

，、
免
紙
ま
た

は
停
職
と
す
る
こ
と
な
ど
を

定
め
て
い
る
。

ま
た
市
は
、
二
〇
〇
五
年

七
月
か
ら
韓
月

一
回
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
処
分
を
公
鎮
す

る
よ
う
改
め
、
懲
戒
免
職
処

分
に
つ
い
て
は
氏
名
な
ど
を

公
表
し
て
い
る
が
、
今
後
は

懲
戒
免
職
以
外
の
処
分
で

も
、
社
曇
的
影
題
が
大
き
い

鞠
合
に
は
氏
名
を
公
表
す
る

よ
う
検
討
す
る
。

停
職
者
に
も
拡
大
す
る
方
針

一
を
市
取
北
申
４
月
、
飲
薄
通

転
を
し
た
職
員
は
事
故
の
有

一厳
し
い
処
分
を
科
す
こ
と
に

し
た
。
　

　

【堀
川
剛
額
】

簿
価

「銀
座
以
上
」
も

物
わ

漆
寓

全
体
で
２０８
カ
所
、１５
診

品∬
線ｙ
貯撒
鍵

郵
講
輔
就
つ及

一荘メ摩ウ”湖雄鞭聴痩郵 月
末
現
在
、
土
地
購
入
費
や

借
入
金
の
利
思
な
ど
を
含
め

た
時
価
が
１
平
方
げ
あ
た
り

飲
酒
運
転
が
社
会
間
連
化

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
大

〓阪
市
は
十
五
日
、
鞭
真
の

「
懲
戒
処
分
に
関
す
る
指

針
」
に
、
兜
野
取
り
消
し
や

兎
群
仔
止
な
ど
の
処
分
を
受

・帥
残
巾
晦
や
一
『
昧
卿
韓
確

よ
う
検
対
す
る
な
ど
、
厳
格

化
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。
周
目
的
か
れ
た
市
臨
会

財
政
総
務
妥
員
会
で
辻
戦
磯

職
員
処
分
厳
格
化

へ
欺
酒
鵬
転
鵜

し
て
９。
年
テ
弦
年
に
取
律
し

た
土
地
と
い
う
げ
市
の
合
み

数
は
全
未
利
用
鞘
で
２
８
３

億
円
に
連
す
る
ｈ
市
は
今
月

末
ま
で
に
市
が
所
有
す

０
１

０
０
平
万
Ｊ
以
上
の
禾
利
用

地
を

一
播
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
処
分
を
急
ぐ

ガ
針
。

同
乗
者
も
懲
戒

仲
均
大阪市が方針

′
「悠
戒
処
分
指
針
」
に
霊
り

一
込
む
。
現
在
、
免
職
者
に
限

一
定
さ
れ
て
い
る
氏
名
公
表
を


